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研究成果の概要（和文）：　本研究テーマに関連する6カ国、延べ5回にわたる現地調査により、ビール企業、大麦農家
・農民組合、ディストリビュータ、小売店等に詳細なインタビュー・アンケート調査を実施することができた。その結
果、研究の空隙であったビール産業のサプライチェーン・マネジメントのインバウンド面とアウトバウンド面の両面に
おけるメカニズムが明らかになった。
　その成果は、4度におよぶ学会発表をはじめ、2回の公開（招待）発表、ウガンダでの共同ワークショップでの発表お
よび英文図書への論文掲載、日本語論文を通して公表している。

研究成果の概要（英文）：　I was able to obtain important information related this issue through various 
interviews and questionnaires with beer companies, farmers and farmers’ associations, distributors and 
outlets etc. by five times filed research in six south and eastern African countries. In this result, the 
overview picture of mechanism on the supply chain management of beer industry was analyzed.
 The articles in both English and Japanese and seven times oral presentations related of this research 
achievement has been done constantly.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) アフリカが持続的な経済発展を達成す

るためには、資源に依存するのでなく非資源

セクターの発展も不可欠であることが、近年

の研究では指摘されている。しかし、アフリ

カの非資源セクターに注目した研究となる

と非常に少なかったことから、研究代表者は

非資源セクターへの FDIとローカル企業の成

長に注目した研究成果を発表してきた。 

 

(2) そこで東アフリカの農産物加工業に注

目し、2009年～2011年度科学研究費（基盤 C）

「東アフリ農産物流通・加工分野における南

アフリカ企業の進出とローカル企業の影響」

に研究代表者として携わり、ケニア、タンザ

ニア、ウガンダ、エチオピアの複数の農産物

加工業に関して調査した。その中で、近年台

頭している内需型外資系資本であるビール

産業がアフリカ経済を分析する上での有用

な切り口であるのではないかと着眼し、手始

めにウガンダのビール産業を対象に調査を

開始した。 

 

(3) その中で、ビール産業は大麦・ソルガム

等の原料の現地調達化を進めており、現地農

業への影響力があること、さらに販売面にお

いても流通・小売業に対する影響力があるこ

とがわかり、東アフリカという単位でビール

産業における原料調達から製造、販売に至る

サプライサイド面に注目していくことやケ

ニア、タンザニア、ウガンダ、ブルンジ、ル

ワンダが加盟している東アフリカ共同体の

影響について分析していく必要性が浮かび

上がってきた。 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究の目的は、急速に形成されている

「東アフリカ共同体」をビール産業のサプラ

イチェーン･マネジメント（SCM）の視点か

ら分析することである。 

 

(2) 本研究期間内の到達目標として、以下の

4点を掲げた。 

①東アフリカ・ビール産業のインバウンド面

（原料調達→モルト製造→ビール製造）のメ

カニズムを明らかにする。 

②東アフリカ・ビール産業のアウトバウンド

面（ビール製造→販売）のメカニズムを明ら

かにする。 

③比較軸（SABMiller 社の他地域、もしくは

他産業の SCM）を設け、東アフリカ・ビール

産業の特徴を明らかにする。 

④東アフリカ共同体の形成によるビール産

業の SCMの影響について考察する。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究では、東アフリカにおけるビール

産業の SCMに焦点をあてるため、①SCMの

理論と事例について先行研究をもとに理解

を深め、比較の視点を明確化すること、②現

地調査を通じた原料調達（大麦など）－モル

ト製造－ビール製造－販売という 4段階にお

ける情報収集、が不可欠であると考えられた。 

 

(2) とくにビール産業の SCM に関する研究

や東アフリカ・ビール産業自体の先行研究が

ほとんどなく、アクセスできる 2次資料は極

めて限定されていたことから、各段階におけ

る関係者への訪問インタビュー調査によっ

て明らかにすることが必要であった。 

 

４．研究成果 

(1) 本研究期間中に延べ5回にわたる現地調

査を実施し、ウガンダ（3回）、タンザニア（2

回）、ケニア（2回）、南アフリカ・ルワンダ・

ブルンジ（各 1 回）の計 6 カ国を訪問した。

東アフリカでは SABMiller と East African 

Breweries Limited (EABL)の 2大ビール・グル

ープが熾烈な競争を展開しているが、両グル

ープから調査協力を得ることができた。 



 

(2) インバウンド面については、①EABL系

の大麦種子工場（ケニア・モロ）を訪問し、

関係者へのインタビューを実施した。②ウガ

ンダ東部のカプチョルワならびにブクワ地

区、タンザニアのアルーシャ西部のモンドゥ

リ地区、ケニア西部のマウ・エスカプメント

を訪問し、主に大麦農家や農業組合へのイン

タビューを実施するとともに、とくにウガン

ダにおいては大麦農家約 100件への質問票を

回収することができた。③東アフリカにある

モルト醸造所（SABMiller 系がウガンダ・ジ

ンジャとタンザニア・モシの 2 か所、EABL

系がケニア・ナイロビ）全てを訪問し、関係

者へのインタビュー調査を実施できた。④東

アフリカにある計 11 か所のビール醸造所

（SABMiller 系がウガンダ 2 とタンザニア 4

の 6か所、EABL系がケニア 1、ウガンダ 1、

タンザニア 3の５か所）のビール醸造所のう

ち、９ヵ所を訪問し、関係者へのインタビュ

ー調査を実施した。⑤さらに、ウガンダでは

SABMiller 系のナイル･ブルワリーズ社の主

な取引先となっているウガンダ最大手の精

糖企業とメイズ精製企業にも訪問調査を実

施した。⑥SABMiller 系のウタンダとタンザ

ニア、南アフリカ本社の原料調達責任者なら

びに EABL系のケニア、ウガンダ、タンザニ

アの各原料調達責任者にインタビューする

ことができた。 

 

(3)インバウンド面については、下記研究成果

（学会発表①、③、⑤、⑥、⑦および図書②）

で公表するとともに、現在２つの論文を執筆

している（そのうち１論文は査読を経て修正

中）。SABMillerグループと EABLグループを

比較した場合、次の共通点と相違点があるこ

とがわかった。箇条書きにまとめると次のよ

うになる。 

 

 

＜共通点＞ 

・原料の現地調達化を促進(基本は契約栽培） 

 （消費者アピール、生産コスト削減、ウガ

ンダでは減税） 

・ソルガムを積極的に調達(生産コスト削減、

ウガンダでは減税） 

・種子の配布状況（タンザニアでは無料配布、

ウガンダでは優遇価格での配布） 

＜相違点＞ 

・SABMiller の方が農業指導員（extension)を

多く派遣 

・SABMiller では契約栽培に加えて自社農場

でも大麦を調達 

 

表１ 現地原料調達体制の比較 

 SABMiller グルー

プ 

EABL グループ 

タン

ザニ

ア 

Local Sourcing 

５人の extension 

Agri-Business 

2名体制（exten- 

sionなし） 

ケニ

ア 

生産拠点なし（販

売会社のみ） 

East African 

Malting（種子生

産・開発、原料調

達）9 人のエリ

ア･マネージャー 

ウガ

ンダ 

Local Sourcing 

10人の extension 

Agri-Business 

4人の extension 

（出所）各グループ関係者へのインタビュー

をもとに作成。 

 

(4) アウトバウンド面については、①ウガン

ダではナイル・ブルワリーズの 3か所の発送

センターを訪問し、関係者へのインタビュー

をおこなった。②ナイル･ブルワリーズのカ

ンパラ、インガ、ムバララ、カバレの 4都市

におけるディストリビューター、中卸、小売

店への訪問調査を実施した。③タンザニアで

は、SABMiller 系のタンザニア・ブルワリー

ズ全て（４エリア）の販売責任者にインタビ

ューができた。④タンザニア・ブルワリーズ



のダルエスサラーム、アルーシャ、ムベヤの

ディストリビューション・センター、中卸、

小売店への訪問調査を実施した。⑤ケニアと

タンザニアにおいてEABL関係者に同グルー

プの販売方式についてインタビューした。 

 

(6)アウトバウンド面については、下記成果

（学会発表①、②、④）で公表した。さらに

論文として成果の取りまとめをしている。

SABMillerグループと EABLグループを比較

した場合、次の共通点と相違点があることが

わかった。箇条書きにまとめると次のように

なる。 

＜共通点＞ 

・資本的には独立した販売所（Distributor、

District Center)が担当エリアで中卸（stokist)

や小売店（outlet)に販売する 

・販売スタッフが小売店をまわり、評判・在

庫等をチェックし、マーケット戦略に役立

てている。 

＜相違点＞ 

・SABMillerは醸造所からDistributorやDistrict 

Centerのビールの輸送は SABMiller側が負

担しているが、EABL は DHL International

にアウトソーシングしている。 

・小売推奨価格（recommend sales price)の遵

守率は SABMillerの方が高い（販売所に一

覧表を掲げるなど徹底している） 

 

   図１ ウガンダの販売事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）インタビューをもとに作成。 

(7) SABMiller Africa本部のSCM責任者への

インタビューや入手資料から、SABMiller グ

ループがアフリカ各地で行っている原料の

現地調達方式や販売方式について全体像が

わかってきた。 

 

(8) 東アフリカ共同体の影響については、各

グループとも同共同体の関税撤廃をめぐり、

東アフリカ全体のインフラ状況を鑑みての

SCMをしていることがわかった。他方で、各

国で残るビールに対する物品税が障壁とな

っていることがわかった。 
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